
 

 

＜三浦外洋セーリングクラブ 理事会議事録＞ 
 

開催日: 2022 年 9 月 13 日 18:30~19:44 

場所   : 新橋駅前ビル 1 号館 6 階 605 号ダ・ヴィンチ大会議室+Zoom ミーティング  

出席者: 理事：荒嶋、五十嵐、飯島、加藤、北川、才籐、坂口、鈴木、 

       Zoom 出席者:尾山、吉田、高木、黒岩、三輪、安藤、石原 

     監事 :小川(Zoom) 

     顧問 :児玉(Zoom)、関根、外山、平松(Zoom) 

                         (敬称略) 
 
 尾山理事の進行により新橋の会議場と Zoom ミーティングの併用によるハイブリッド会議を実

施、参加人数が定則を満たしていることから理事会の成立が確認され、飯島会長から議事録作成

に加藤理事、議事録署名人に五十嵐理事を指名し、会議を開催下記議案等を審議報告した。 
 
<審議事項> 

1. 若大将カップ共同開催について 

荒嶋レース委員長より、10 月 9 日「若大将カップ」を外洋湘南と共に共同開催する予定の説

明があり、共同開催が承認された。 
 
2. JSAF 加盟団体規定について 

尾山理事より、JSAF からの加盟団体規定案を事前に各理事が回覧し、飯島会長がまとめた意

見書を提出済みとの報告があった。 

飯島会長より、意見書は外洋団体としてのクラブ組織としては馴染まない項目があり、会

長・両副会長・総務委員長・事務局長の 5 名で素案を作成し、理事に回覧し意見を求めた後

に提出したことと、JSAF は各団体からの意見を踏まえて変更案を出す予定とのことが報告さ

れた。 

出席者より、外洋系団体の設立の経緯やクラブを主体とした運営などの立場に関してきちん

と JSAF 側に説明する必要があること、今回の規定が求められるような社会的な趨勢としてガ

バナンスやコンプライアンス・ルールを自主的に作り運用していく必要があることなど、本

件について様々な意見が出た後、JSAF から変更案が提示された段階で理事会を待たずに回覧

し、議論を継続することが確認された。 

また、尾山理事より、MOSC としてコンプライアンスに関する情報の公開準備は進めているこ

との報告があった。 
 
3. 小笠原レースへの関わり方について 

飯島会長より、沖縄東海レースと交互に隔年で開催されている小笠原レースに関して、次回

は来年の GW 前の時期に実施を検討していることと、JSAF よりレースに関しての人的な協力

要請があったことが報告された。 

児玉顧問より、例年の小笠原レースは、GW 頭に父島をスタートし三崎沖ゴールで実施されて

きたが、観光シーズンに少なからず影響が出るために時期を変更する要請があり、4 月 23 日

三崎沖スタート〜小笠原フィニッシュ案が検討されている背景の説明があった。 

本件については、飯島会長が JSAF の大村氏と引き続き調整し、審議を継続することを確認

し、承認された。 
 
4.その他 

鈴木理事より、堀江謙一氏が最高齢太平洋単独横断に成功しギネスに登録され、この艇のデ

ザイナーであり MOSC の会員である横山一郎氏を讃えようと、MOSC のホームページと

FACEBOOK で紹介したいとの意見が出され、承認された。平松顧問からは、横山氏をアメリ

カスカップ艇や多数のヨットのデザインを行ってきており、日本のセーリング界への功績が

非常に大きいので、JSAF の功労賞候補者として MOSC から推薦したいと提案があり、ご本人

の承諾を得たうえで、推薦することが承認された。 



 

 

 
<報告事項> 

1. レース委員会 6 月以降の実施したレース、レース予定等について、荒嶋レース委員長より、6 月

以降のレースの報告および今後のレース予定の報告があった。 

 6 月 12 日 SHOHAN RACE 無事終了 

 7 月 10 日 SHOHAN RACE 無事終了 

 8 月 6 日 石廊崎レース 

 8 月 7 日トランス・サガミレース 外洋湘南と共同開催し無事終了。 

 8 月 14 日 SHOHAN RACE 台風の為中止 

 9 月 11 日 SHOHAN RACE 荒天の為中止 

今後のレース予定は 

 10 月 9 日 若大将カップ 外洋湘南と共同開催。 

 10 月 23 日 湘南レース 

 10 月 30 日 ショートハンド 1・２・３ 外洋三崎主催（協力予定） 

 11 月 13 日 湘南レース 

 12 月 11 日 湘南レース 
 
2. JSAF 評議員会（6 月）に関して 

飯島会長より、毎年１回開催される JSAF 評議員会に飯島会長と安藤理事が出席。報告審議内容

は多義にわたり大量にあるので希望者は資料を提供しますと報告があった。 
 
3. 小網代カップレース準備状況 

高木小網代フリートキャプテンより、8 月 1 日より公示を開始、9 月 1 日〜10 月 16 日までエ

ントリー受付中であることと、11 月 3 日に AOra で 60 回記念パーティーを開催し、11 月 5 日

〜6 日レースを実施予定で、準備は順調に進んでいると報告があった。 
 
4. 関東外洋４団体会長、事務局長会議（7 月） 

飯島会長より、7 月 3 日に関東外洋４団体の、会長、事務局長、水域理事が出席した会議がオ

ンラインで開催され、今期 4 団体の会長が新しく代わり新旧会長出席のもと、加盟団体規定に

関すること、各団体会費と基金の運用についての意見交換、みさきヨット無線局の積極運用の

お願い、関東４団体の忘年会についての準備に取り掛かることなどについて意見交換を行った

ことが報告された。 
 
5.その他 

 ・外洋湘南と共同開催したトランス・サガミレースの記事が KAZI 誌に掲載され、荒嶋レース委 

  員長のインタビューが掲載されていることが紹介された。 
 
 ・外山顧問より、JSAF の障害者セーリング委員会から運営に協力してくださる人を募集してい

るとの報告があり、今後の人選を飯島会長が外山顧問と相談して進めることを確認した。 
 
以上で本日の議事をすべて終了し、19 時 44 分に理事会を閉会した。 
 
 
2022 年  月  日  
 
        議事録署名人 


